
 

第２章 我が国の緑茶輸出への取組と海外の緑茶市場 

 

吉井 邦恒  

 

１．はじめに 

 

緑茶については，国内の需要が停滞し，茶価の下落に歯止めがかからない中で，人口減少

時代を迎え，ますます国内市場が冷え込むという悲観的な見方が関係者の間では支配的で

ある。これに対して，世界の緑茶市場は，数年来のブームが一段落しつつあるものの，健康

志向等の理由から，今後とも安定的に成長すると予測されている。例えば，FAO（2018）
によると，世界の緑茶の生産量は 2017 年の 177 万ｔ（2015-17 年平均）から年率 7.5％で

増加して 365 万ｔに，輸出量も 2017 年（2015-17 年平均）の 37 万ｔから年率 5.0％で増

加して 60 万ｔになると予測されている(1）。また，調査会社のうち，IMARC 社が 2019-24
年の間に世界の緑茶市場が年率平均 6％で成長すると予測しているほか，ReportLinker 社

も米国の緑茶市場は 2018 年から 2027 年まで年率 6.5％で拡大するとしている(2）。このよ

うな状況から，国内市場に活路を見いだすのは難しいとする我が国の緑茶業界にとって，拡

大する海外市場への輸出こそが唯一の低迷打開策と考えられているようである。 
 緑茶（以下の本文では，見出しを除き，紅茶などと区別する必要がない限り「茶」と記す。）

は，明治期には輸出量が年間 2 万ｔを超え，生糸と並ぶ日本の主要輸出品目であった。第二

次世界大戦後の 1953 年には 1.2 万ｔの輸出が行われたものの，1991 年には輸出量は 253
ｔにまで減少した。その後，茶の輸出はほぼ一貫して金額・数量ともに増加して，現在に至

っている。 
茶の輸出額が農林水産物・食品の輸出総額に占める割合は2018年で1.7％にすぎないが，

農畜産物だけでみると，輸出額に占める茶の割合は 6.0％である。生葉・荒茶の産出額が農

業産出額に占める割合は 1.1％であるから，農畜産物の中で輸出額に占める茶のウエイトは

産出額シェアに比べて大きくなっている。 
茶は，生産者段階で最終製品に近い荒茶まで加工されることから，他の農産物に比べても，

輸出のメリットが生産者や農業者や地域社会に還元されやすいと考えられる。また，農林水

産省（2020b）によると，全国の茶園の 4 割が中山間地に位置しており，茶を基幹作物とす

る地域には高齢化・過疎化が進行しているところも少なからず存在しているため，茶の輸出

は，それらの地域社会の維持・活性化につながることも期待される。 
本研究は，このような問題意識の下で，茶の輸出が農業所得の増加や地域の活性化に寄与

している事例の調査を行うとともに，輸出の展開方向を検討する上での論点を整理するこ

とを目的としている。以下では，まず，日本における茶の需給や輸出の現状について，各種

の統計データに基づいて整理を行う(3）。次に，世界の緑茶市場について，生産と輸出，さら
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に米国の輸入と中国の輸出を取り上げて，データを用いて特徴を確認する。そして，茶生産

者と製茶会社を対象としたインタビュー調査の結果を取りまとめて，輸出の展開方向を検

討する上での論点を整理する。 
 

２．我が国における緑茶の需給と輸出 

 

（１）国内生産 

茶の栽培面積は，第１図に示すように，1980 年代以降減少を続けており，2019 年には

40,600ha で 1980 年に比べると 3 分の 2 になっている。他方，荒茶生産量は，10 万ｔを超

える水準にあった 2004 年や 2005 年と比べると減少しているものの，リーフ茶（茶葉の状

態もの。）の需要の減少分を緑茶飲料向けの需要増加分がカバーしているため，近年では大

きな落ち込みはなく，2019 年には 8.2 万ｔと年間 8 万ｔ程度で推移している。 
 

第１図 全国の茶栽培面積と荒茶生産量 

資料：農林水産省「作物統計」。第 1 表及び第 2表において同じ。 

 

主産地の府県別にみると，第１表と第２表のとおり，2019 年においても静岡県が栽培面

積と荒茶生産量の約４割を占めており，全国第 1 位を維持しているが，2010 年と比較する

といずれも大きく減少している。それに対して，鹿児島県，福岡県及び京都府では栽培面積

がほぼ維持されており，荒茶生産量では鹿児島県のシェアが高まっている。 
なお，緑茶飲料の消費量が堅調な伸びを示しているため，第２図のように，緑茶飲料向け

の原料茶葉も増加しており，2019 年で 3.1 万ｔと推計されている。この原料茶葉の量を荒

茶生産量と単純に比較することは適切ではないが，原料茶葉が荒茶生産量の 38％に相当す

ることは，茶の安定的な需要先として，緑茶飲料向けが重要な位置付けとなっていることの

一つの証しといえよう。 
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第１表 府県別の茶栽培面積 

 

 
第２表 府県別の荒茶生産量 

 

 

 

第２図 荒茶生産量に対する緑茶飲料向け原料茶葉の割合 

資料：日本茶業中央会「令和 2 年版茶関係資料」。 

 

（２）荒茶価格 

 茶期別（収穫期別）の荒茶価格は，第３図のとおり，リーフ茶向けであり茶生産者の経営

にとって最も重要である一番茶で低下するなど，平均的に低下傾向で推移してきた。近年で

は，2016 年（平成 28 年），2017 年（平成 29 年）と，緑茶飲料向けの下級茶の価格が上昇

2010 2015 2016 2017 2018 2019 2019/2010
静岡 19,000 17,800 17,400 17,100 16,500 15,900 83.7
鹿児島 8,690 8,610 8,520 8,430 8,410 8,400 96.7
三重 3,210 3,040 3,000 2,950 2,880 2,780 86.6
宮崎 1,610 1,450 1,420 1,410 1,390 1,380 85.7
福岡 1,580 1,560 1,550 1,550 1,540 1,540 97.5
京都 1,580 1,580 1,580 1,570 1,570 1,560 98.7

（単位：ha,％）

2010 2015 2016 2017 2018 2019 2019/2010
静岡 33,400 31,800 30,700 30,800 33,400 29,500 88.3
鹿児島 24,600 22,700 24,600 26,600 28,100 28,000 113.8
三重 7,100 6,830 6,370 6,130 6,240 5,910 83.2
宮崎 3,570 3,620 3,760 3,770 3,800 3,510 98.3
福岡 2,280 1,940 1,870 1,920 1,890 1,780 78.1
京都 2,640 3,190 3,190 3,160 3,070 2,900 109.8

（単位：t,％）
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し，平均価格も多少持ち直していた。しかしながら，2018 年（平成 30 年）からは，一番茶

だけでなく，比較的好調だった二番茶や秋冬番茶の価格も低下し，2019 年（令和元年）の

荒茶の平均価格は kg 当たり 1,000 円を下回った。 
 

 
第３図 茶期別荒茶価格 

資料：全国茶生産団体連合会調査（日本茶業中央会「令和 2 年版茶関係資料」による）。第 4 図から第 6 図において同

じ。 
 

 

第４図 茶種別荒茶価格 

 

 荒茶価格は，第４図に示すとおり，茶種によって価格差が大きいが，いずれの茶種におい

ても，2018 年（平成 30 年）と 2019 年（令和元年）の価格の下落幅は大きくなっている。

このうち，抹茶の原料となるてん茶の価格は，第５図に示すように，輸出向けの抹茶需要に

より 2014 年以降上昇基調で推移していた。しかしながら，2018 年には，てん茶の生産量
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が対前年比で 3 割近く急増したこともあって，てん茶の価格は大きく減少し，2019 年に入

っても，価格低下が続いている。 
 てん茶の生産量の上位 3 府県は，2017 年まで京都府，愛知県，静岡県であったが，第６

図のとおり，鹿児島県，静岡県，三重県等における生産が拡大する一方で，京都府や愛知県

の生産が減少している。 

第５図 てん茶の生産量と価格 

 

 

第６図 てん茶の府県別生産量 

 

（３）有機栽培茶の生産 

 欧米における有機農産物への需要に加えて，残留農薬問題にも対応できることから，有機

栽培茶への取組が拡大している。第７図のとおり，茶の有機 JAS の格付実績数量は 2014 年

以降着実に増加しており，2018 年には 4,970ｔと荒茶生産量の約 6％に相当する数量とな

っている。 
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第７図 茶の有機 JAS 格付実績数量 

資料：農林水産省「有機農産物等の格付実績」。 

注．有機 JAS 格付数量は，有機農産物の緑茶（生葉・荒茶）のうち，国内で格付されたものの数量である。 
 

府県別にみると，第８図に示すように，有機栽培茶の生産は，鹿児島県が先行しており，

2019 年には 558ha で全国の有機 JAS ほ場の茶畑の 4 割を占めている。鹿児島県における

茶の有機栽培の拡大に当たっては，2018 年 3 月に策定された「かごしま有機抹茶輸出促進

基本構想」による輸出をターゲットとした有機のてん茶・抹茶生産の拡大方針がその後押し

になっているとみられる。また，長崎県や宮崎県では，茶栽培面積の 1 割以上が有機 JAS
の認証を取得している。これに対して，静岡県では有機 JAS への取組がやや遅れていたも

のの，最近では，農薬ドリフト問題に対応できる中山間地域を中心に取組が進められている。

鹿児島県だけでなく，静岡県でも有機 JAS の拡大がてん茶生産とセットになっている事例

がみられる。 
 

 

第８図 有機 JAS ほ場（茶畑）面積（2019 年） 

資料：農林水産省「作物統計」，「県別有機 JAS ほ場の面積（平成 31 年 4 月 1 日現在）」 
注．有機 JAS ほ場割合は，有機 JAS ほ場（茶畑）面積を茶栽培面積で割ったものである。 
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有機認証制度の同等性の仕組みを活用した有機栽培茶の輸出数量は，第９図に示すよう

に，EU 向けの数量が最も多いが，米国やカナダ向けで増加傾向にある。 
 

 
第９図 同等性の仕組みを利用した有機栽培茶の輸出実績 

資料：農林水産省「米国，カナダ，EU 加盟国及びスイス向け有機食品輸出数量」 

 

（４）国内消費 

 茶の国内消費については，第３表に示すように，リーフ茶の中でも緑茶の１世帯当たり購

入金額は 2010 年と比べて，2019 年には 15％減少しているが，茶飲料購入額が増加してい

るため，茶類の購入金額は横ばいで推移している。 
 

第３表 １世帯当たり茶類購入金額 

 

資料：総務省「家計調査」。第 10 図において同じ。 
注．全国・二人以上世帯の数値である。 

 

また，第 10 図のとおり，緑茶のリーフ茶の購入数量も減少し，2019 年の 1 人当たりの

年間購入量は 266 グラムである。なお，先に述べたように，リーフ茶向けの一番茶の荒茶

価格が低下しているのに対して，仕上茶の購入単価は，第 10 図に示すとおり，10 年近く横

ばいで推移している。 

(単位：円，％）

2000 2005 2010 2015 2016 2017 2018 2019 2019/2010
緑茶 6,810 5,615 4,424 4,083 4,168 4,103 3,879 3,780 85.4
紅茶 986 838 824 835 827 735 720 786 95.4

他の茶葉 1,835 1,640 1,388 1,393 1,355 1,383 1,481 1,537 110.7
3,668 5,247 5,889 6,151 6,635 6,652 7,172 7,845 133.2

13,299 13,340 12,525 12,845 13,408 12,883 13,252 13,948 111.4

リーフ茶

茶飲料

計

－17－



 

第 10図 緑茶（リーフ茶）の１人当たり購入量と購入単価 
 

（５）茶業の経済規模 

2018 年の茶産出額（生葉＋荒茶）は 972 億円，仕上茶出荷額は 2,424 億円である。第 11
図に示すとおり，茶産出額，仕上茶出荷額ともに 2000 年頃のピーク時と比べて減少してい

る。仕上茶出荷額が４分の１程度の減少であるのに対して，茶産出額 3 分の 1 以上の減少

と，いわば川上の方の減少幅が大きくなっている。 
 

 

第 11図 茶産出額及び仕上茶出荷額 

資料：経済産業省「工業統計」。 

 

（６）輸出 

 我が国の緑茶輸出の推移を第 12 図に示した。2010 年頃からは，輸出量，輸出額ともに堅

調な伸びを示し，2018 年の輸出額は 153 億円と，2013 年の「農林水産業・地域の活力創造

プラン」において設定された茶の目標額（150 億円）を 1 年前倒しで達成した。しかしなが

ら，緑茶の主要輸出先である米国，EU 向けが減少したことに加えて，香港の政情の不安定

化が影響したため(4），2019 年の輸出額は 146 億円と前年実績を下回った。 

 

第 10図 緑茶（リーフ茶）の１人当たり購入量と購入単価 
 

（５）茶業の経済規模 

2018 年の茶産出額（生葉＋荒茶）は 972 億円，仕上茶出荷額は 2,424 億円である。第 11
図に示すとおり，茶産出額，仕上茶出荷額ともに 2000 年頃のピーク時と比べて減少してい

る。仕上茶出荷額が４分の１程度の減少であるのに対して，茶産出額 3 分の 1 以上の減少

と，いわば川上の方の減少幅が大きくなっている。 
 

 

第 11図 茶産出額及び仕上茶出荷額 

資料：経済産業省「工業統計」。 

 

（６）輸出 

 我が国の緑茶輸出の推移を第 12 図に示した。2010 年頃からは，輸出量，輸出額ともに堅

調な伸びを示し，2018 年の輸出額は 153 億円と，2013 年の「農林水産業・地域の活力創造

プラン」において設定された茶の目標額（150 億円）を 1 年前倒しで達成した。しかしなが

ら，緑茶の主要輸出先である米国，EU 向けが減少したことに加えて，香港の政情の不安定

化が影響したため(4），2019 年の輸出額は 146 億円と前年実績を下回った。 
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第 12図 日本の緑茶輸出の推移 

資料：財務省「貿易統計」。第 13 図及び第 4 表において同じ。 

 

輸出先は，第 13 図のとおり，輸出額ベースの上位 3 か国は米国，香港，ドイツで，米国

が輸出総額の 4 割以上を占めている。 
 

 

第 13図 日本の緑茶輸出先（輸出額ベース） 

 

品目分類別に第４表をみると(5），2019 年の輸出額の 6 割が粉末状のものであり，輸出単

価も 3kg 以下・包装の粉末状は kg 当たり 4,790 円（特にドイツ向け 8,139 円，米国向け
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5,961 円），3kg 超の粉末状も 3,767 円で，粉末状以外のものと比べて高くなっている。そ

れに対して，3kg 超の粉末状以外のものの単価は 1,063 円と低い。台湾向けの輸出量の 9 割

以上，輸出額の 3 分の 2 が 3kg 超の粉末状以外のものに該当するバルクで出荷されるドリ

ンク向けであり，単価も kg 当たり 835 円にすぎない。 
 

第４表 緑茶の品目分類別の輸出状況（2019 年） 

 

 

３．海外における緑茶の生産と貿易 

 

（１）世界の緑茶の生産と輸出 

世界の緑茶の生産量は，第５表のとおり，2018 年には 196 万ｔで，そのうち中国が 88％
を占めている。中国の生産量は，2005 年に比べて 2.5 倍となるなど年々増加している。日

本は世界第 3 位の緑茶生産国であるが，生産量のシェアは 4％程度である。中国以外の各国

の緑茶の生産量は，近年ほぼ横ばいとなっている。 
 

第５表 世界の緑茶生産量 

 

資料：International Tea Committee, “Annual Bulletin of Statistical”。 第 6 表において同じ。 

 

 第６表に示すように，緑茶の輸出についても，中国のシェアが非常に大きく，2018 年で

世界の輸出量の 4 分の 3 を占めている。中国は，2005 年に比べると 2018 年の輸出量が 1.46
倍に増加しているが，輸出量の伸びは生産量の伸びに比べると低くなっている。これは中国

国内の緑茶需要が非常に旺盛であり，生産量の増加分の多くが国内消費に向けられている

ためと考えられる。日本の輸出量は年々増加しており，2018 年には世界で第 4 位，輸出量

数量 金額 単価 数量 金額 単価 数量 金額 単価 数量 金額 単価

アメリカ合衆国 288 1,716 5,961 367 1,630 4,438 695 2,888 4,153 134 251 1,868 1,485 6,485 4,368
台湾 57 227 3,992 20 98 4,867 46 146 3,145 1,266 1,057 835 1,389 1,527 1,100
ドイツ 23 187 8,139 53 212 4,010 104 509 4,885 166 317 1,912 346 1,225 3,543
シンガポール 28 82 2,882 136 337 2,478 137 550 4,022 23 22 974 324 991 3,058
香港 79 345 4,363 41 171 4,168 8 41 5,085 15 76 5,154 143 633 4,430
カナダ 55 251 4,540 74 260 3,512 7 28 3,706 25 41 1,622 162 579 3,580
タイ 69 188 2,719 14 49 3,439 96 168 1,744 52 64 1,236 231 469 2,027
合計 845 3,852 4,790 912 3,433 3,367 1,354 5,041 3,767 1,996 2,316 1,063 5,107 14,642 2,867

粉末状 それ以外

（単位：ｔ，百万円､円/kg）

国名 3kg以下・包装 3kg超 合計数量 合計金額 単価

粉末状 それ以外

2005 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2018/2005
中国 691 1,046 1,138 1,248 1,313 1,416 1,495 1,588 1,679 1,722 249.2

ベトナム 61 63 80 84 89 96 94 90 97 90 147.5
日本 99 83 82 86 83 81 76 77 79 81 81.8

インドネシア 38 33 31 33 32 31 28 28 28 27 71.1
インド 9 16 12 11 17 15 19 19 20 20 222.2
台湾 18 17 17 14 14 14 14 13 13 13 72.2
その他 8 11 11 11 12 13 11 10 10 11 137.5
計 924 1,269 1,371 1,487 1,560 1,666 1,737 1,825 1,926 1,964 212.6

中国のシェア 74.8 82.4 83.0 83.9 84.2 85.0 86.1 87.0 87.2 87.7
日本のシェア 10.7 6.5 6.0 5.8 5.3 4.9 4.4 4.2 4.1 4.1

（単位：千ｔ，％）
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に占めるシェアは 1.3％となっている。中国と日本以外の各国の輸出量は，直近 5 年間でみ

ると，台湾を除き，多少の変動はあるもののほぼ横ばいで推移している。 
 

第６表 世界の緑茶輸出量 

 

 

 日本の緑茶の輸出を他の輸出国と比較すると，第７表に示すように，生産量に対する輸出

量の割合が低く，2018 年には 6.3％にすぎず，生産されたものの大半は国内で消費されて

いる。中国，インド及び台湾の生産量に対する輸出量の割合は 2 割程度で，生産された緑茶

は自国での消費が中心であるのに対して，ベトナム，インドネシア及びスリランカでは生産

された緑茶のより多くの部分が輸出に向けられている。 
 

第７表 緑茶の生産量に対する輸出量の割合 

 

資料：第 5 表及び第 6 表のデータを用いて筆者が計算。 

 

（２）米国の緑茶輸入 

 ここで，日本にとっての最大の緑茶の輸出先である米国における緑茶輸入の状況を確認

しておく。まず，緑茶の輸入状況をコーヒー及び紅茶と比較してみる。第８表に示すように，

2019 年の輸入量はコーヒーの 169 万ｔ，紅茶の 10 万ｔに対して，緑茶は僅かに 1.8 万ｔ

である。しかしながら，2000 年と比べると，2019 年の緑茶の輸入量は 2.3 倍，単価も 3.1
倍となっており，コーヒーや紅茶に比べて，輸入量と単価の伸び率は大きくなっている。 
 

2005 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2018/2005
中国 206,170 234,167 257,428 248,651 264,491 249,177 272,146 270,852 294,630 301,000 146.0

ベトナム 20,400 46,069 44,000 54,000 58,578 64,000 68,750 63,500 67,000 58,000 284.3
インドネシア 9,531 11,403 9,525 11,607 12,138 12,135 12,150 12,837 10,856 11,582 121.5

日本 1,047 2,232 2,387 2,350 2,942 3,516 4,127 4,108 4,642 5,102 487.3
インド 4,500 3,500 2,700 3,000 3,500 2,800 3,015 4,228 3,613 3,224 71.6

スリランカ 2,734 2,798 2,500 2,441 3,100 2,942 2,432 2,443 2,402 2,370 86.7
台湾 491 826 755 1,012 1,128 1,048 1,365 1,429 2,114 2,558 521.0
計 245,749 302,927 321,465 325,972 348,964 338,998 367,057 361,720 387,551 384,728 156.6

中国のシェア 83.9 77.3 80.1 76.3 75.8 73.5 74.1 74.9 76.0 78.2 　

日本のシェア 0.4 0.7 0.7 0.7 0.8 1.0 1.1 1.1 1.2 1.3

（単位：ｔ，％）

2014 2015 2016 2017 2018
中国 17.6 18.2 17.1 17.5 17.5

ベトナム 67.0 73.5 70.6 69.1 64.4
日本 4.3 5.4 5.3 5.9 6.3

インドネシア 38.6 43.4 45.8 39.3 42.9
インド 18.9 15.8 22.7 18.0 16.5

スリランカ 92.1 84.5 102.9 90.2 91.1
台湾 7.3 10.0 11.3 16.1 19.7
合計 20.4 21.1 19.8 20.1 19.6

（単位：％）
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第８表 米国のコーヒー・紅茶・緑茶の輸入の状況（2000 年＝100） 

 

資料：USDA Foreign Agricultural Service's Global Agricultural Trade System。第 9 表及び第 13 図から第 17 図にお

いて同じ。 

 
米国の緑茶の輸入先は，第 14 図のとおり，輸入額ベースでみると，2017 年に日本が中国

を抜いて第 1 位となっている。2019 年の輸入額に占める日本のシェアは 37％で，中国は

27％である。一方，数量ベースでは，第 15 図のように，中国が輸入量の 4～5 割を占めて

おり，日本のシェアは１割である。近年台湾やインドネシア，そしてスリランカからの輸入

額・輸入量が増加している。 
第 14 図と第 15 図によると，米国の緑茶輸入において，輸入額は増加傾向で推移してい

るものの，輸入量は 2010 年から 2013 年頃の 2 万ｔ前後の水準に比べて減少し 1.7～1.8 万

ｔ程度となっている。したがって，貿易データだけをみる限り，米国の緑茶需要の量的な拡

大を確認することができない。 
 

 
第 14図 米国の緑茶輸入先（輸入額ベース） 

2000 2005 2010 2015 2016 2017 2018 2019 2019(実数)

輸入数量 100 94.2 100.4 114.9 119.6 121.4 118.9 126.6 1,694,974
単価 100 115.7 179.6 203.2 187.1 203.0 188.5 177.9 3.4
輸入数量 100 106.5 129.7 137.6 140.8 135.8 126.4 124.3 100,311
単価 100 123.1 168.0 184.1 182.2 188.2 188.8 194.7 3.0
輸入数量 100 186.2 291.9 246.3 230.0 219.9 228.5 232.9 17,688
単価 100 137.4 156.4 227.0 266.0 289.1 319.7 308.0 9.2

（単位：ｔ,ドル/kg）

コーヒー

紅茶

緑茶
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第 15図 米国の緑茶輸入先（輸入量ベース） 

 
米国の緑茶輸入のうち，2019 年の有機緑茶の割合は，第９表のように，輸入額の 18％，

輸入量の 11％となっている。有機緑茶の輸入は，金額では 3,000 万ドル程度まで増加して

きたが，数量は 2015 年に 2,400ｔに増加したものの，その後は 2,200ｔ前後で推移してい

る。2019 年の有機緑茶の輸入単価は kg 当たり 15.1 ドルで，緑茶全体の輸入平均単価 9.2
ドルの 1.6 倍である。 

 
第９表 米国の緑茶輸入に占める有機緑茶の割合 

 
注．有機緑茶に関するデータは，2011 年以降分について公表されている。 

 
米国の有機緑茶の輸入先は，第 16 図と第 17 図に示すように，2019 年では輸入額ベース，

輸入量ベースともに中国がトップである。輸入額については，日本の方が 2017 年及び 2018
年は中国よりも多く，両国のシェアは 4 割程度で拮抗している状況が続いている。それに

対して，輸入量では中国のシェアが 3 分の 2 と，日本を大きく引き離している。直近 5 年

間の日本からの有機緑茶の輸入をみると，輸入額は 2018 年を除き横ばい，輸入量は減少傾

向となっている。なお，輸入単価は，第 18 図のように，日本からのものは kg 当たり 44.5
ドルと，中国の 9 ドルに比べて，5 倍程度の水準で突出している。 

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019
輸入額(千ドル） 113,883 113,542 125,737 112,106 126,546 138,515 143,896 165,321 162,406
輸入数量(ｔ) 19,419 19,562 22,535 16,336 18,702 17,467 16,698 17,348 17,688
単価(ドル/kg） 5.9 5.8 5.6 6.9 6.8 7.9 8.6 9.5 9.2
輸入額(千ドル） 22,049 18,876 21,335 20,039 27,578 26,070 25,443 31,280 29,515
輸入数量(ｔ) 1,849 1,770 2,017 2,091 2,409 2,241 2,074 2,299 1,955
単価(ドル/kg） 11.9 10.7 10.6 9.6 11.4 11.6 12.3 13.6 15.1
輸入額割合（％） 19.4 16.6 17.0 17.9 21.8 18.8 17.7 18.9 18.2
輸入数量割合（％） 9.5 9.0 9.0 12.8 12.9 12.8 12.4 13.3 11.1
有機単価/合計単価（％） 201.7 184.5 189.3 139.1 167.6 146.8 143.0 143.2 164.1

緑茶輸入合計

うち有機緑茶

有機の割合
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第 16図 米国の有機緑茶の輸入先（輸入額ベース） 

 

 
第 17図 米国の有機緑茶の輸入先（輸入量ベース） 

 

 

第 18 図 米国の有機緑茶の輸入単価（2019 年） 
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このように，米国の有機緑茶の輸入データからは，日本からの輸出分を含めた有機緑茶へ

の需要がある程度の水準で維持されていることは確認できるが，量的に拡大しているかど

うかを判断することは難しい。 
 

（３）中国の緑茶輸出 

 世界最大の緑茶生産国・輸出国である中国の輸出の特徴について，国連がまとめている貿

易統計データ（UN Comtrade Database）を用いて，検討してみよう(6）。第 10 表に，中国

の品目分類別の緑茶の主要輸出先をまとめた。米国，香港，フランス等に向けて輸出されて

いる 3kg 以下・包装の商品については，kg 当たり 10 ドルを超えるなど単価が比較的高い

が，それ以外のものの単価はかなり低いことがわかる。特に輸出数量が多いモロッコやウズ

ベキスタン向けでは，3kg 以下・包装の少量パッケージでも 3kg 超のバルクでも輸出単価

は同じように低くなっている。 
  

第 10表 中国の品目分類別の主要輸出先 

 
資料：UN Comtrade Database。第 11 表及び第 12 表において同じ。 

 
 第 11 表には，日本と中国の輸出額上位 30 か国を記載した。これをみると，日本と中国

の上位 30 か国のうち 18 か国が重複しているが，中国は，米国，ヨーロッパ，アジアに加

えて，日本からの輸出実績がほとんどないようなアフリカや中央アジアなどの国々にも市

場を有していることがわかる。また，日本にとって輸出額が上位の欧米向けでは，中国の輸

出量が日本を圧倒している。しかしながら，日本の輸出単価が北米・南米で kg 当たり 31.3
ドル，欧州・ロシアで 23.9 ドルであるのに対して，中国の輸出単価はそれぞれ 6.6 ドルと

4.2 ドルと，中国の輸出単価は日本の 5 分の 1 程度である。コスト差を考慮したとしても，

現在までのところは，日本と中国の間ではある程度の市場の棲み分けができているように

思われる。 
  

数量 金額 単価 数量 金額 単価

モロッコ 9,548 19,761 2.1 65,126 192,663 3.0 74,674 212,424 2.8
アメリカ合衆国 1,807 17,909 9.9 6,484 32,297 5.0 8,291 50,206 6.1
ドイツ 138 1,885 13.7 8,303 35,845 4.3 8,441 37,730 4.5
ウズベキスタン 547 841 1.5 25,503 34,635 1.4 26,050 35,476 1.4
香港 2,012 20,709 10.3 2,105 13,987 6.6 4,117 34,696 8.4
フランス 1,453 25,357 17.5 1,385 7,923 5.7 2,838 33,280 11.7
ロシア 171 1,010 5.9 11,201 31,289 2.8 11,372 32,299 2.8
日本 389 2,083 5.4 3,538 18,776 5.3 3,927 20,859 5.3
マレーシア 735 6,592 9.0 1,136 11,542 10.2 1,871 18,134 9.7
カナダ 688 7,576 11.0 414 3,797 9.2 1,102 11,373 10.3
セネガル 508 1,053 2.1 10,361 9,377 0.9 10,869 10,430 1.0

(単位：ｔ、千ドル、ドル/kg）

国名 3kg以下・包装 3kg超 合計数量 合計金額 単価
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第 11表 日中の主要輸出先の比較（2018 年） 

 
 
 日本と中国の緑茶の品目分類別の輸出構成を比較したものが第 12 表である。日本の緑茶

輸出のうち，3kg 以下・包装の割合が 2018 年には金額ベースで 54％と中国の 27％に比べ

ると高い。また，中国では，3kg 以下・包装の割合が 2016 年から 2018 年にかけて大きく

低下している。2018 年で輸出単価を比較すると，3kg 以下・包装では中国の単価は日本の

17％，それ以外では 15％と，日本の方が 6～７倍高くなっている。 
  

日日本本のの主主要要輸輸出出先先 輸輸出出額額
((百百万万ドドルル))

輸輸出出数数量量
（（ｔｔ））

単単価価((ドド
ルル//kkgg））

中中国国のの主主要要輸輸出出先先 輸輸出出額額
((百百万万ドドルル))

輸輸出出数数量量
（（ｔｔ））

単単価価((ドド
ルル//kkgg））

1 アメリカ 63.5 1,828 34.7 モロッコ 212.4 74,675 2.8
2 ドイツ 13.3 380 35.0 アメリカ 50.2 8,291 6.1
3 台湾 12.9 1,216 10.6 ドイツ 37.7 8,441 4.5
4 カナダ 10.0 533 18.8 ウズベキスタン 35.5 26,049 1.4
5 シンガポール 8.9 339 26.4 香港 34.7 4,117 8.4
6 タイ 4.2 283 14.7 フランス 33.3 2,838 11.7
7 マレーシア 4.0 248 16.0 ロシア 32.3 11,372 2.8
8 フランス 3.8 408 9.3 日本 20.9 3,928 5.3
9 香港 3.5 418 8.4 マレーシア 18.1 1,871 9.7

10 オーストラリア 3.2 243 13.2 カナダ 11.4 1,101 10.3
11 メキシコ 2.2 49 46.2 セネガル 10.4 10,868 1.0
12 インドネシア 1.8 115 15.9 スペイン 8.2 2,973 2.8
13 イギリス 1.7 81 21.5 イギリス 8.1 1,963 4.1
14 スイス 1.4 41 34.9 アフガニスタン 7.4 5,762 1.3
15 イタリア 1.0 21 48.3 ポーランド 7.1 2,716 2.6
16 スペイン 1.0 19 54.6 アラブ首長国連邦 6.8 1,674 4.0
17 中国 1.0 80 12.4 ウクライナ 6.4 1,976 3.2
18 チェコ 0.9 23 41.5 ベルギー 5.6 1,121 5.0
19 オランダ 0.9 46 19.2 サウジアラビア 5.6 893 6.2
20 モロッコ 0.8 35 23.5 オーストラリア 5.4 440 12.2
21 ポーランド 0.5 18 26.7 オランダ 4.9 1,164 4.2
22 ロシア 0.4 18 23.7 ブルガリア 3.9 739 5.3
23 ベルギー 0.4 24 16.5 シンガポール 2.4 224 10.7
24 アラブ首長国連邦 0.4 19 19.6 タイ 2.2 2,612 0.8
25 ノルウェー 0.2 3 59.1 イタリア 2.1 547 3.8
26 オーストリア 0.2 3 72.4 インド 2.0 628 3.2
27 スウェーデン 0.2 6 30.9 エジプト 1.9 272 6.8
28 ブラジル 0.2 13 12.8 ガンビア 1.6 4,009 0.4
29 フィンランド 0.1 2 53.6 コートジボアール 1.5 1,584 0.9
30 クウェート 0.1 1 75.7 カザフスタン 1.3 625 2.2

＜上記30ヵ国合計＞ ＜上記30ヵ国合計＞

北米・南米 75.9 835 31.3 北米・南米 48.1 19,310 6.6
欧州・ロシア 26.0 1,092 23.9 欧州・ロシア 149.5 35,930 4.2
アジア・豪州 40.0 2,961 13.5 アジア・豪州 144.3 49,014 2.9
アフリカ 0.8 35 23.5 アフリカ 227.2 91,760 2.5
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第 12表 日中の緑茶の品目分類別の輸出比較 

 
 
４．緑茶輸出が農業・地域へ与えるメリット 

 
 2018 年 8 月から 2020 年 2 月まで，茶の主産地において茶生産者と製茶会社を対象とし

たインタビュー調査を行った。調査結果の概要は付表 1 と付表 2 に示したとおりである。 
以下では，調査先のうち，緑茶の輸出が農業所得の増加や地域の活性化に寄与している事例

を取り上げて紹介する。 
なお，調査に当たっては，「輸出」と「有機」をキーワードに，農林水産省の農林水産物

等の輸出取組事例(7），web サイトの情報等を参考に，調査先を選定した。このため，調査先

が体系的・網羅的に選定されていないことに留意されたい。また，調査先の経営に関わる情

報については，秘匿を条件にインタビューを行っているため，付表の記載内容は調査のごく

一部にとどめている。 
 

（１）農業所得の増加 

有機栽培を行う鹿児島県・生産者 E は，生産量の約半分をドイツに設立した現地法人に

向けて直接輸出を行っている。輸出量の半分は一番茶で，輸出価格は，国内市場での平均的

な取引価格の 2 倍以上である。また，製茶会社 E は，「価格競争を行わない市場づくり」と

いう基本方針の下で，米国向けに国内よりも高い価格で輸出を行っている。同社は輸出に向

けられている茶葉を国内向けよりも 1～2 割高い価格で購入し，生産者に輸出のメリットを

均霑している。そのほか，有機 JAS 制定以前から有機栽培に取り組み，高品質の茶葉を安

定的に供給している生産者 D，H，I，J 及び L は，国内市況に左右されない比較的高い水

準に価格を設定していながら販売先を確保している。 
 

（２）地域の活性化 

 静岡県・生産者 B は，農外就労経験者の若手 5 人で農業生産法人を設立し，住民が高齢

者のみの限界集落の全茶園を借り受けて有機栽培のてん茶の生産を行い，ラボを整備して，

輸出とインバウンドを通じて，国内外からの集客を目指す取組を実施している。また，有機

日日本本 数量(ｔ) 金額(千ドル) 単価($) 数量(ｔ) 金額(千ドル) 単価($) 数量(ｔ) 金額(千ドル) 単価($)

3kg以下・包装 2,906 61,825 21.3 2,608 65,883 25.3 3,257 78,432 24.1
それ以外 2,523 48,965 19.4 3,106 61,422 19.8 3,440 66,180 19.2
合計 5,429 110,791 20.4 5,714 127,305 22.3 6,697 144,612 21.6
3kg以下・包装の割合（%） 53.5 55.8 45.6 51.8 48.6 54.2

中中国国 数量(ｔ) 金額(千ドル) 単価($) 数量(ｔ) 金額(千ドル) 単価($) 数量(ｔ) 金額(千ドル) 単価($)

3kg以下・包装 87,836 247,217 2.81 74,906 220,013 2.94 40,141 162,110 4.04
それ以外 122,077 364,708 2.99 148,959 435,627 2.92 155,534 445,889 2.87
合計 209,913 611,925 2.92 223,865 655,640 2.93 195,675 607,999 3.11
3kg以下・包装の割合（%） 41.8 40.4 　 33.5 33.6 　 20.5 26.7 　

中中国国／／日日本本 数量比(倍) 金額比(倍) 単価比(%) 数量比(倍) 金額比(倍) 単価比(%) 数量比(倍) 金額比(倍) 単価比(%)

3kg以下・包装 30.2 4.0 13.2 28.7 3.3 11.6 12.3 2.1 16.8
それ以外 48.4 7.4 15.4 48.0 7.1 14.7 45.2 6.7 14.9
合計 38.7 5.5 　 39.2 5.2 　 29.2 4.2 　

2016 2017 2018
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栽培を行う静岡県・生産者 C は，輸出向けのてん茶工場を建設し，県内の米国向け輸出を

行う製茶会社に一定期間現在の市況よりも高い契約価格で購入してもらい，地域の茶生産

の維持を目指している。さらに，製茶会社と中山間地域で有機栽培茶を生産する生産者 A
（農業生産法人）が共同で輸出向けの有機抹茶工場を建設したところである。このほか，長

崎県では，茶生産者のグループがグリ－ンティーリズム（茶園見学と農家民宿）によって，

地域活性化を図る活動を行っている。 
 
５．おわりに―緑茶の輸出拡大に当たっての留意点― 

 
 茶生産者及び製茶会社，さらには行政機関へのインタビュー調査から得られた緑茶の輸

出拡大に当たっての主な留意点は，以下のとおりである。 
 ・輸出先を開拓する際には，有機栽培茶を供給できることが商談を進める上での必要条件

となっており，「有機抹茶が必要」との考えが根強い。このため，各地で有機のてん茶・

抹茶等の生産拡大が進められているが，国内の有機栽培茶の市場は小さく，輸出拡大が

計画どおりに進まない場合には，供給過剰による茶価の大幅な下落が懸念される。 
・現在の日本産の茶葉は海外産に比べて高い品質を維持しているが，中国などの追い上げ

もあり，品質差は中期的には縮小する可能性が指摘されている。ISO や CODEX の会

議では，緑茶（特に抹茶）の国際基準を中国主導で定めようとする動きがあり，基準の

決め方によっては，日本産の位置付けが大きく変わる可能性がある。それに対応するた

め，日本産の特性を勘案した規格づくりを行い，世界に発信していくことも検討する必

要がある。 
・高品質のリーフ茶は，欧米では高価格を維持しているが，需要の大幅な伸びは期待でき

ないとの声が強い。一方で，欧州は茶文化に理解もあり，徐々にではあるがコーヒー需

要の一部を取り込んでいくことが可能との見方もある。 
・EU への輸出に当たっては，農薬残留基準の問題とともに，包装・容器についても，EU
基準をクリアしていることの保証（SDS(8)等）が求められるが，国内検査機関では対応

できないという事例があり，EU の規制を幅広く正確に把握する必要がある。 
・生産者や中小製茶会社は，極度に輸出依存度高まることやスポット的な大口需要への対

応に伴う取引停止リスクを懸念している。このため，各自が獲得した商談や取引を集約

して調整するような仕組み（例えば，100ｔの契約を 5 社で分割）を検討することも一

案である。 
・輸出を通じて得られた海外市場の情報に基づく新たな茶の飲み方を国内で提案し，国内

の茶需要を拡大することも検討する必要がある。 
 
注(1) この中では，日本については，生産量は 2017 年の 7.7 万ｔから 2027 年には 8 万ｔ，輸出量は 4,292ｔから年

率 9.3％で増加して 10,445ｔになると予測されている。 

(2) IMARC 社と ReportLinker 社の予測は，それぞれ以下のサイトの記述に基づいている。 
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https://www.imarcgroup.com/global-green-tea-market-reach（2020 年 8 月 30 日最終アクセス） 

https://www.reportlinker.com/p05894584/US-Green-Tea-Market-Forecast-to-COVID-19-Impact-and-Country- 

Analysis-By-Type-Flavor-Distribution-Channel.html?utm_source=GNW (2020 年 8 月 30 日最終アクセス) 

(3)  中村順行（2019b），農林水産省(2020b)，増田(2018)及び(2020)等を参考に整理した。 

(4) 農林水産省（2020b）による。 

(5)  2019 年 1 月から財務省貿易統計の緑茶の輸出データが細分化され，新たに「粉末状のもの」が創設された。 

  (6) 日本貿易振興機構（2017）では，2013 年から 2015 年までの中国税関の緑茶の輸出データが分析されている。 

(7)  https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/torikumi_zirei/index.html（2020 年 8 月 30 日最終アクセス） 

 (8) SDS（Safety Data Sheet：化学物質等安全データシート）とは，事業者が化学物質及び化学物質を含んだ製品

を他の事業者に譲渡・提供する際に交付する化学物質の危険有害性情報を記載した文書である。 

  https://www.jisha.or.jp/chemicals/management/about03.html (2020 年 8 月 30 日最終アクセス) 
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島

県
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生
産

者
G

生
産

者
H

生
産

者
I

三
重

県
取

得
認

証
・

有
機

J
A
S
，

ア
ジ

ア
G
A
P
を

取
得

・
取

引
先

の
要

望
で

F
S
S
C
2
2
0
0
0
の

取
得

を
検

討
・

有
機

J
A
S
，

I
C
E
A
(
イ

タ
リ

ア
の

有
機

認
証

）
を

取
得

・
有

機
J
A
S
，

N
O
P
を

取
得

価
格

・
販

売
動

向

・
2
0
1
8
年

の
二

番
茶

か
ら

価
格

下
落

が
目

立
つ

よ
う

に
な

っ
た

・
九

州
で

て
ん

茶
の

栽
培

が
増

え
て

い
る

が
，

当
社

の
て

ん
茶

の
一

番
茶

　
は

品
質

も
良

く
，

そ
れ

な
り

の
評

価
を

受
け

て
い

る

・
当

社
の

販
売

価
格

は
ほ

と
ん

ど
下

が
っ

て
い

な
い

・
2
0
1
8
年

か
ら

，
京

都
や

西
尾

で
も

て
ん

茶
は

安
く

な
っ

て
い

る
・

当
社

の
販

売
価

格
は

ほ
と

ん
ど

下
が

っ
て

い
な

い

茶
業

へ
の

意
見

・
大

手
製

茶
会

社
は

，
価

格
の

安
い

と
こ

ろ
し

か
引

き
取

ら
な

い
・

当
社

と
し

て
は

，
需

要
動

向
に

応
じ

て
生

産
を

絞
る

方
向

・
三

重
，

滋
賀

，
鹿

児
島

の
知

覧
等

で
も

，
て

ん
茶

を
増

や
し

て
い

る
と

　
聞

い
て

い
る

。
今

後
，

有
機

栽
培

が
静

岡
や

鹿
児

島
で

計
画

通
り

に
　

拡
大

す
れ

ば
，

5
年

後
は

か
な

り
の

影
響

が
生

じ
る

・
て

ん
茶

が
余

っ
て

い
る

と
い

う
話

は
聞

い
て

い
る

・
有

機
て

ん
茶

に
関

す
る

事
業

の
売

上
目

標
を

達
成

す
る

た
め

，
何

と
か

　
売

ろ
う

と
し

て
価

格
が

下
が

っ
て

い
る

の
で

は
な

い
か

輸
出

へ
の

対
応

・
三

重
県

の
輸

出
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

参
加

し
抹

茶
を

少
量

ベ
ト

ナ
ム

に
　

輸
出

・
台

湾
に

も
少

量
輸

出

・
生

産
に

占
め

る
輸

出
比

率
は

５
割

で
，

ア
メ

リ
カ

向
け

の
方

が
E
U
よ

り
　

多
い

。
E
U
の

単
価

は
高

く
，

ア
メ

リ
カ

は
安

い
・

輸
出

向
け

は
一

杯
の

状
態

で
，

今
後

は
国

内
向

け
が

減
る

分
を

輸
出

に
　

向
け

る
程

度
の

対
応

。
た

だ
し

，
展

示
会

に
は

引
き

続
き

参
加

す
る

・
生

産
に

占
め

る
輸

出
比

率
は

2
5
％

で
，

最
近

5
年

間
で

伸
び

て
き

た
。

　
E
U
と

カ
ナ

ダ
向

け
が

そ
れ

ぞ
れ

4
割

を
占

め
，

次
い

で
ア

メ
リ

カ
・

E
U
向

け
の

価
格

は
高

い
が

，
2
0
1
9
年

は
1
8
年

に
比

べ
て

下
が

っ
て

　
い

る

輸
出

へ
の

見
通

し

・
本

格
的

に
輸

出
に

取
り

組
む

に
は

時
期

尚
早

。
人

材
が

お
ら

ず
ア

フ
　

タ
ー

ケ
ア

が
で

き
な

い
・

商
社

に
世

話
に

な
っ

て
お

り
，

輸
出

で
は

有
機

が
欲

し
い

と
言

わ
れ

て
　

い
る

・
大

手
製

茶
会

社
は

輸
出

は
ま

だ
ま

だ
伸

び
る

と
言

う
が

，
伸

び
て

い
な

　
い

と
い

う
声

が
強

い

・
ア

メ
リ

カ
に

お
け

る
有

機
抹

茶
は

飽
和

状
態

で
あ

り
，

単
価

も
伸

び
て

　
い

な
い

。
・

国
内

の
問

屋
よ

り
も

，
海

外
の

バ
イ

ヤ
ー

の
方

が
取

引
は

良
心

的
・

有
機

に
関

す
る

感
度

が
日

本
と

外
国

で
全

く
異

な
る

こ
と

が
理

解
さ

れ
　

て
い

な
い

・
国

内
の

有
機

市
場

が
広

が
っ

て
い

な
い

。
京

都
と

い
う

ブ
ラ

ン
ド

を
　

使
っ

た
輸

出
に

向
か

わ
ざ

る
を

え
な

い
・

輸
出

に
は

変
動

リ
ス

ク
が

あ
り

，
テ

ロ
な

ど
の

外
的

要
因

に
も

左
右

　
さ

れ
る

・
粉

末
茶

は
頭

打
ち

な
の

で
，

既
存

の
リ

ー
フ

茶
を

大
切

に
し

た
い

・
九

州
，

中
国

・
韓

国
の

価
格

攻
勢

に
は

耐
え

る
し

か
な

い
が

，
品

質
　

を
確

保
し

て
価

格
競

争
に

は
巻

き
込

ま
れ

な
い

よ
う

に
し

た
い

そ
の

他
　

・
商

号
に

つ
い

て
，

中
国

と
の

商
標

の
問

題
が

あ
る

と
聞

く

調
査

年
月

2
0
1
9
年

1
1
月

2
0
1
9
年

1
2
月

2
0
1
9
年

1
2
月

生
産

者
京

都
府
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生
産

者
J

生
産

者
K

生
産

者
L

宮
崎

県
大

分
県

長
崎

県
取

得
認

証
・

有
機

J
A
S
を

取
得

・
有

機
J
A
S
を

取
得

・
輸

出
が

本
格

化
し

た
ら

，
他

の
認

証
の

取
得

を
検

討
・

な
し

・
J
G
A
P
や

有
機

J
A
S
の

取
得

を
考

え
た

が
，

コ
ス

ト
が

か
か

る
だ

け
　

で
，

品
質

が
担

保
さ

れ
る

わ
け

で
は

な
い

価
格

・
販

売
動

向

・
有

機
に

対
し

て
厳

し
い

環
境

の
中

で
顧

客
を

確
保

し
て

き
た

・
1
0
年

近
く

前
か

ら
茶

商
に

は
卸

し
て

い
な

い
・

固
定

客
へ

の
販

売
の

た
め

，
価

格
は

下
が

っ
て

い
な

い

・
8
～

9
割

は
製

品
化

し
て

販
売

し
て

い
る

が
，

茶
園

の
規

模
が

拡
大

す
る

　
に

つ
れ

て
，

問
屋

に
卸

す
分

が
増

え
て

き
て

，
マ

ー
ジ

ン
は

下
が

っ
て

　
い

る

・
お

茶
会

の
開

催
等

を
通

じ
て

，
商

品
を

理
解

・
納

得
し

て
購

入
し

て
　

も
ら

っ
て

い
る

の
で

，
価

格
は

変
わ

ら
な

い
・

茶
の

売
値

は
，

製
造

原
価

＋
販

売
経

費
＋

投
資

費
用

＋
利

益
か

ら
考

え
　

る
べ

き
。

生
産

者
は

そ
れ

を
考

え
て

い
な

い
し

，
そ

れ
ぞ

れ
の

数
字

も
　

把
握

し
て

い
な

い
こ

と
が

問
題

茶
業

へ
の

意
見

・
新

し
く

有
機

に
参

入
し

た
人

に
は

流
通

ル
ー

ト
が

な
く

，
国

内
で

の
　

販
売

は
難

し
い

・
茶

価
が

低
下

し
て

お
り

，
利

益
出

な
い

状
況

・
茶

は
手

軽
な

も
の

か
ら

最
高

級
の

も
の

ま
で

多
様

性
が

あ
る

が
，

業
界

　
は

急
須

茶
か

ら
抜

け
出

せ
て

お
ら

ず
，

一
括

り
で

考
え

て
い

る
・

業
界

に
と

っ
て

良
い

も
の

，
あ

る
べ

き
も

の
と

い
う

発
想

か
ら

，
　

一
番

茶
に

こ
だ

わ
っ

て
い

る

輸
出

へ
の

対
応

・
ド

イ
ツ

と
台

湾
へ

少
量

を
直

接
輸

出
・

以
前

，
E
U
の

展
示

会
で

商
談

が
成

立
し

た
が

，
1
回

き
り

だ
っ

た
。

　
そ

の
後

の
商

談
で

フ
ラ

ン
ス

に
少

量
輸

出
・

ド
イ

ツ
は

E
U
内

の
茶

の
集

散
地

な
の

で
関

心
は

あ
る

が
，

ま
だ

商
談

　
は

な
い

・
日

本
の

茶
文

化
を

理
解

し
て

も
ら

う
た

め
，

ド
イ

ツ
へ

少
量

を
直

接
　

輸
出

輸
出

へ
の

見
通

し

・
か

つ
て

大
口

の
取

引
が

な
く

な
り

大
変

な
思

い
を

し
た

の
で

，
そ

の
　

よ
う

な
リ

ス
ク

は
避

け
た

い
・

輸
出

は
あ

ま
り

増
や

し
た

く
な

い
が

，
販

売
先

と
し

て
は

確
保

し
て

　
お

き
た

い

・
個

人
へ

の
直

接
売

り
が

多
く

売
上

高
は

変
わ

っ
て

お
ら

ず
，

国
内

で
は

　
利

益
が

出
な

い
の

で
，

輸
出

で
販

売
先

を
拡

大
し

て
利

益
あ

げ
た

い
・

て
ん

茶
の

輸
出

先
が

見
つ

か
っ

て
い

る
の

で
，

て
ん

茶
を

生
産

す
る

　
予

定
。

レ
ン

ガ
炉

で
本

物
の

抹
茶

を
作

っ
て

高
く

売
り

た
い

・
農

家
レ

ベ
ル

の
輸

出
は

リ
ス

ク
が

大
き

い
・

新
た

な
マ

ー
ケ

ッ
ト

を
開

拓
す

る
商

社
が

い
な

い
・

安
定

的
な

取
引

と
商

流
の

確
保

が
必

要
。

ロ
ッ

ト
が

大
き

く
な

る
に

　
つ

れ
て

，
リ

ス
ク

が
飛

躍
的

に
大

き
く

な
る

そ
の

他

・
山

間
地

の
た

め
，

茶
園

を
引

き
受

け
て

く
れ

と
い

う
動

き
は

強
ま

っ
て

　
い

る
が

，
安

易
な

規
模

拡
大

は
し

な
い

・
法

人
に

は
他

地
域

か
ら

来
た

若
手

が
お

り
，

独
立

し
て

も
ら

う
こ

と
も

　
考

え
て

い
る

・
有

機
ギ

ャ
バ

茶
へ

の
国

内
需

要
が

あ
る

調
査

年
月

2
0
1
9
年

1
1
月

2
0
1
9
年

1
2
月

2
0
1
9
年

1
1
月

生
産

者
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製
茶
会
社
A

製
茶
会
社
B

製
茶
会
社
C

茶
業

・
国
内
需
給
は
加
速
度
的
に
緩
ん
で
い
る
。
生
産
量
の
減
少
に
も
か
か
わ

　
ら
ず
価
格
が
下
落

・
有
機
の
生
産
量
は
増
え
て
い
る
。
消
費
者
の
嗜
好
が
す
ぐ
に
変
わ
る
わ

　
け
で
は
な
い
が
，
生
産
の
方
は
慣
行
か
ら
有
機
に
シ
フ
ト
し
て
い
る

・
有
機
は
2
0
1
7
年
ま
で
の
数
字
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
。
2
0
1
8
年
か
ら

　
価
格
が
下
が
っ
て
き
て
お
り
，
調
整
局
面
と
見
て
い
る
。
し
か
し
，

　
ト
レ
ン
ド
と
し
て
は
有
機
は
成
長
で
は
な
い
か

・
国
内
の
飲
料
や
B
 
t
o
 
B
の
取
引
は
相
場
に
基
づ
い
て
お
り
，
買
い
手
の

　
コ
ス
ト
は
下
が
っ
て
い
る
が
，
利
幅
は
減
っ
て
い
る

・
有
機
は
5
年
前
に
は
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
か
っ
た
。
鹿
児
島
や
宮
崎

　
で
大
規
模
に
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
，
既
存
の
買
入
れ
の
面

　
積
や
数
量
を
減
ら
さ
ざ
る
を
得
な
い

・
茶
の
相
場
は
大
手
が
決
め
て
，
ス
ー
パ
ー
や
流
通
が
そ
こ
か
ら
利
益
を

　
取
ろ
う
と
す
る
の
で
，
生
産
者
が
割
を
食
っ
て
い
る

・
有
機
て
ん
茶
の
価
格
は
平
均
的
に
慣
行
の
1
.
5
～
2
倍
だ
が
，
最
近
は

　
下
が
っ
て
き
て
い
る
。
量
が
足
り
て
い
る
の
で
，
安
く
買
い
た
い
が
，

　
そ
れ
で
も
生
産
者
に
は
作
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
，

　
あ
る
程
度
の
価
格
で
買
っ
て
い
る

・
有
機
茶
の
相
場
は
九
州
か
ら
の
供
給
が
増
え
て
相
当
に
下
が
っ
て
き
て

　
い
る
。
当
社
の
仕
入
れ
先
の
産
地
は
有
機
栽
培
の
経
験
が
長
く
，
品
質

　
の
ぶ
れ
が
な
い
。
当
社
以
外
か
ら
の
引
き
も
出
て
き
て
い
る

・
有
機
茶
の
生
産
が
不
安
定
な
こ
と
も
あ
っ
て
，
欠
品
を
防
ぐ
た
め
一
部

　
鹿
児
島
産
を
使
っ
て
い
る
が
，
価
格
は
下
が
っ
て
い
る

・
抹
茶
と
い
え
ば
，
京
都
や
八
女
が
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。
規
模
が

　
大
き
い
と
こ
ろ
は
，
中
国
や
韓
国
と
低
価
格
競
争
を
行
わ
な
け
れ
ば

　
な
ら
ず
，
そ
も
そ
も
抹
茶
に
向
か
な
い
の
で
は
な
い
か

認
証

・
サ
プ
ラ
イ
ラ
イ
ン
で
は
，
G
A
P
は
必
須
に
な
っ
て
い
る
。
茶
業
が
不
振

　
な
中
で
生
産
者
が
藁
を
も
掴
む
気
持
ち
で
す
が
っ
て
い
る

・
レ
イ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
は
言
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
国
際
的
に
認
知
さ
れ
て
い

　
な
い
。
国
内
市
場
で
は
，
レ
イ
ン
フ
ォ
レ
ス
ト
を
取
得
す
る
と
ア
ジ
ア

　
G
A
P
が
付
い
て
く
る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

　
い
か

・
F
S
S
C
，
コ
ー
シ
ャ
，
有
機
J
A
S
の
ほ
か
，
U
S
D
A
，
E
U
，
カ
ナ
ダ
の

　
認
証
も
取
得

・
認
証
の
同
等
性
と
い
う
が
，
必
要
な
証
明
を
取
る
の
に
手
間
と
金
が

　
か
か
る
の
で
各
国
の
認
証
を
個
別
に
取
得
し
た

・
有
機
J
A
S
の
認
証
の
同
等
性
を
利
用
す
る
に
は
手
間
と
費
用
が
か
か
る

・
欧
州
等
に
輸
出
す
る
に
は
F
S
S
C
2
2
0
0
0
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
現

　
在
交
渉
中
の
南
米
か
ら
も
要
求
さ
れ
て
い
る

輸
出
の
取
組

・
輸
出
比
率
は
4
割
（
ア
メ
リ
カ
6
，
ド
イ
ツ
2
，
台
湾
2
）

・
ア
メ
リ
カ
は
抹
茶
6
，
リ
ー
フ
4
で
，
ド
イ
ツ
は
抹
茶
1
.
5
，
リ
ー
フ
8
.
5

・
ド
イ
ツ
は
周
辺
国
へ
の
ハ
ブ
と
し
て
の
役
割
を
持
つ

・
台
湾
は
有
機
同
等
で
ド
リ
ン
ク
向
け
1
0
0
％

・
ア
メ
リ
カ
と
台
湾
は
伸
び
て
い
る

・
2
0
1
9
年
の
輸
出
は
減
っ
た
。
特
に
国
内
各
社
と
の
競
争
激
化
で
輸
出
量

　
が
減
少
し
た

・
高
い
か
安
い
か
よ
り
も
，
売
れ
る
か
売
れ
な
い
か
が
重
要
で
，
狙
う
市

　
場
向
け
の
お
茶
を
確
保
す
る
必
要
。
そ
の
場
合
，
有
機
を
含
め
て
，
農

　
薬
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
必
要

・
現
在
の
輸
出
比
率
は
8
割
く
ら
い
で
，
今
後
9
割
ま
で
は
い
く
の
で
は

　
な
い
か

・
国
内
で
広
げ
る
，
す
な
わ
ち
，
お
茶
を
国
内
で
積
極
的
に
売
る
つ
も
り

　
は
な
い

・
県
か
ら
商
談
会
を
開
催
す
る
か
ら
来
て
欲
し
い
と
い
わ
れ
た
。
ど
こ
の

　
国
の
誰
が
来
て
，
ど
の
よ
う
な
商
品
に
関
心
が
あ
る
の
か
聞
い
た
が
，

　
わ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
調
べ
る
よ
う
に
言
っ
た
。
相
手
の
こ
と
が
わ
か

　
ら
ず
に
商
談
会
に
出
て
，
ピ
ン
ト
外
れ
な
商
品
を
持
っ
て
行
っ
て
も

　
馬
鹿
に
さ
れ
る
だ
け
だ

・
中
国
産
と
日
本
産
の
ち
が
い
は
，
製
品
に
対
す
る
信
用
の
差
で
あ
る

・
日
本
は
高
い
も
の
を
売
ろ
う
と
し
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
中
身
が

　
わ
か
ら
な
い
な
い
も
の
を
最
初
か
ら
高
い
値
段
で
買
う
は
ず
が
な
い
。

　
ま
ず
は
，
安
い
も
の
を
売
っ
て
，
高
級
な
も
の
へ
と
広
げ
て
い
く
の
が

　
筋
で
は
な
い
の
か

・
商
談
は
，
日
本
茶
を
扱
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
行
く
の
が
簡
単
な
の
で
，

　
そ
こ
に
行
っ
て
，
他
社
の
代
わ
り
に
自
社
の
も
の
を
入
れ
て
く
だ
さ
い

　
と
交
渉
す
る
。
輸
出
拡
大
の
い
う
の
は
，
中
国
茶
か
ら
日
本
茶
へ
代
え

　
さ
せ
，
中
国
茶
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
日
本
が
取
っ
て
は
じ
め
て
輸
出
が

　
成
功
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か

・
現
在
の
輸
出
比
率
は
1
割
。
カ
ナ
ダ
と
ア
メ
リ
カ
に
輸
出

・
輸
出
の
8
0
％
が
有
機
。
残
留
農
薬
の
問
題
を
回
避
す
る
上
で
有
機
栽
培

　
は
安
心
で
き
る

・
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
に
対
応
す
る
た
め
に
は
，
二
番
茶
の
収
穫
量
が
少

　
な
い
の
で
，
一
番
茶
の
裾
も
の
や
秋
冬
番
茶
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
た

　
だ
し
，
海
外
で
は
，
単
純
な
価
格
勝
負
だ
け
で
な
く
，
1
2
0
0
0
円
と
い

　
う
高
額
の
も
の
が
売
れ
る
こ
と
も
あ
る

・
海
外
で
は
，
抹
茶
は
中
国
の
も
の
と
思
わ
れ
て
い
る
。
抹
茶
に
関
わ
る

　
文
化
は
「
日
本
の
も
の
」
と
い
う
ア
ピ
ー
ル
が
必
要

・
海
外
の
バ
イ
ヤ
ー
か
ら
，
粉
末
茶
を
抹
茶
と
表
記
し
て
欲
し
い
と
い
わ

　
れ
た
こ
と
が
あ
る

そ
の
他

・
抹
茶
の
定
義
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
，
国
際
的
に
は
決
ま
っ
て
い
な

　
い
。
茶
業
中
央
会
が
決
め
た
も
の
は
国
内
向
け
で
，
海
外
向
け
で
は
守

　
る
必
要
は
な
い

・
３
年
間
で
有
機
に
転
換
し
た
と
い
う
と
こ
ろ
の
茶
を
使
う
こ
と
は
非
常

　
に
危
険
だ

・
農
薬
検
査
の
負
担
が
大
き
い
。
県
や
国
の
試
験
場
で
簡
易
検
査
を
行

　
い
，
そ
こ
で
問
題
が
あ
る
も
の
だ
け
を
検
査
す
る
よ
う
な
態
勢
を
取

　
れ
な
い
か

・
地
元
で
も
有
機
栽
培
を
と
い
う
こ
と
で
，
行
政
か
ら
の
要
望
も
あ
り
，

　
有
機
栽
培
へ
の
転
換
を
進
め
て
い
る
が
，
な
か
な
か
広
が
ら
な
い

調
査
年
月

2
0
2
0
年
1
月

2
0
1
9
年
1
0
月

2
0
2
0
年
1
月
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製
茶
会
社
D

製
茶
会
社
E

茶
業

・
国
内
の
リ
ー
フ
茶
は
厳
し
い
。
飲
料
の
選
択
肢
が
増
え
て
い
る
中
で
，

　
緑
茶
は
昔
な
が
ら
の
「
お
茶
」
の
ま
ま
で
あ
る
。
特
に
，
贈
答
用
が
減

　
り
，
葬
式
の
返
礼
品
に
も
使
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
。
茶
の
購
入
も
小

　
売
店
や
専
門
店
か
ら
ス
ー
パ
ー
に
変
わ
っ
た
。
大
手
か
ら
価
格
の
下
げ

　
圧
力
が
か
け
ら
れ
て
い
る

・
八
女
や
京
都
の
抹
茶
で
す
ら
，
取
り
合
い
の
状
態
だ
っ
た
の
が
，
下
げ

　
圧
力
に
変
わ
っ
て
い
る

・
有
機
で
は
，
慣
行
に
比
べ
て
，
煎
茶
と
て
ん
茶
の
価
格
差
が
小
さ
い

・
一
番
茶
は
価
格
が
下
が
る
に
つ
れ
て
使
い
や
す
く
な
り
，
需
要
は
増
え

　
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
，
二
番
茶
以
降
が
需
要
も
価
格
も
下

　
が
っ
て
い
る

・
有
機
て
ん
茶
の
生
産
農
家
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
供
給
が
増
加
し
価
格

　
が
低
下
し
て
い
る

・
鹿
児
島
→
静
岡
→
輸
出
と
い
う
流
通
形
態
な
の
で
，
静
岡
の
在
庫
が
増

　
え
る
と
，
鹿
児
島
も
影
響
を
受
け
る

・
て
ん
茶
の
取
引
は
依
然
と
し
て
相
対
が
主

・
2
0
1
7
年
の
て
ん
茶
の
価
格
は
高
す
ぎ
た
。
2
0
1
8
年
の
価
格
が
妥
当
な

　
と
こ
ろ

認
証

・
F
S
S
C
2
2
0
0
0
と
有
機
J
A
S
は
取
得

・
生
産
者
は
最
近
4
～
5
年
で
J
G
A
P
を
取
得
し
て
き
て
い
る

輸
出
の
取
組

・
現
在
の
輸
出
比
率
は
3
％
で
目
標
は
1
0
％

・
輸
出
は
有
機
が
9
割
（
う
ち
リ
ー
フ
茶
7
，
抹
茶
が
3
。
抹
茶
は
主
に
国

　
内
各
社
と
の
競
争
）
。
輸
出
先
は
ド
イ
ツ
8
5
％
，
ア
メ
リ
カ
1
5
%
。

　
リ
ー
フ
茶
は
ド
イ
ツ
向
け
で
，
一
部
を
現
地
で
抹
茶
に
し
て
い
る

・
E
U
で
は
，
ド
イ
ツ
を
ハ
ブ
に
，
イ
ギ
リ
ス
，
北
欧
で
リ
ー
フ
茶
と
し
て

　
の
需
要
が
伸
び
る
の
で
は
な
い
か
。
イ
タ
リ
ア
を
含
む
南
欧
は
，
コ
ー

　
ヒ
ー
文
化
が
強
く
，
難
し
い
と
感
じ
て
い
る

・
ア
メ
リ
カ
は
T
バ
ッ
ク
と
抹
茶
。
価
格
が
安
く
て
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
る

　
の
で
，
大
量
の
注
文
が
続
く
の
か
が
心
配
。
こ
の
た
め
，
生
産
農
家
＋

　
製
茶
会
社
1
社
と
い
う
形
で
の
リ
ス
ク
回
避
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
あ

　
り
，
産
地
と
し
て
の
リ
ス
ク
分
散
が
必
要

・
市
場
の
特
徴
と
し
て
，
E
U
は
品
質
重
視
で
，
良
い
お
茶
で
あ
れ
ば
よ

　
く
，
深
み
や
複
雑
さ
を
味
わ
う
。
量
り
売
り
の
専
門
店
向
け
が
中
心
。

　
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
，
ラ
テ
等
の
ド
リ
ン
ク
用
の
抹
茶
と
，
オ
ン
ラ

　
イ
ン
で
販
売
さ
れ
る
高
級
茶
が
あ
る
。
中
よ
り
も
下
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
茶
は
キ
ャ
ン
バ
ス
で
，
い
ろ
い
ろ
な
絵
が
描
け
る
。
フ
ラ
ン
ス
は

　
シ
ェ
フ
や
パ
テ
ィ
シ
エ
の
目
が
肥
え
て
お
り
，
最
高
級
の
も
の
も
売

　
れ
，
幅
広
い
市
場
で
売
り
や
す
い

・
輸
出
比
率
は
7
～
8
％
で
，
1
0
年
後
に
は
2
0
～
2
5
％
が
目
標

・
有
機
の
輸
出
数
量
は
リ
ー
フ
7
割
，
抹
茶
3
割
。
輸
出
先
は
ア
メ
リ
カ

　
7
割
，
欧
州
・
ア
ジ
ア
2
割
，
カ
ナ
ダ
1
割

・
ア
メ
リ
カ
は
主
に
ス
ー
パ
ー
の
P
B
用
T
バ
ッ
ク
な
ど

・
商
社
経
由
で
は
な
く
直
接
取
引
を
し
て
お
り
，
価
格
競
争
に
は
参
加
せ

　
ず
，
鹿
児
島
茶
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る

・
リ
ー
フ
茶
は
市
場
価
格
が
厳
し
い
が
，
有
機
て
ん
茶
は
価
格
競
争
に
な

　
り
に
く
く
，
安
定
的
に
取
引
で
き
る

・
ア
メ
リ
カ
向
け
の
親
し
み
や
す
い
に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
開
発
。
原
料
を
き

　
ち
ん
と
し
な
が
ら
ベ
ー
ス
を
作
り
，
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
し
た
上
で

　
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
う
必
要

・
需
要
動
向
を
探
っ
て
お
り
，
年
2
～
3
回
は
展
示
会
に
出
展
し
話
し
合

　
い
を
し
て
き
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
拠
点
作
り
の
た
め
，
大
き
な
展
示

　
会
に
出
展
し
た
い

そ
の
他

・
包
装
資
材
に
つ
い
て
，
2
0
1
9
年
頃
か
ら
バ
イ
ヤ
ー
が
E
U
規
則
に
従
っ

　
て
い
る
こ
と
の
証
明
書
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
検
査

　
機
関
で
は
，
化
学
物
質
の
検
査
証
明
書
を
出
し
て
く
れ
る
が
，
E
U
基
準

　
に
従
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
，
判
断
・
証
明
し
て
く
れ
な
い

・
E
U
で
は
，
紙
容
器
等
か
ら
食
品
に
移
行
す
る
M
O
S
H
，
M
O
A
H
も
問

　
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

・
抹
茶
の
次
の
ニ
ー
ズ
が
な
い
こ
と
が
問
題
で
は
な
い
か

調
査
年
月

2
0
2
0
年
1
月

2
0
2
0
年
1
月
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